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紛争中の自然災害―シリアにおける複合危機の 
発生から人間の安全保障への示唆

武藤　亜子
JICA緒方貞子平和開発研究所　専任研究員

要旨要旨　　本稿は、武力紛争中に突発的な大規模自然災害が発生するという複合危機に際し、人間の安全保障にいかなる実
践と課題があったのか、シリア紛争中の北西部地震を事例に論じた。人間の安全保障を実践するアプローチには
保護とエンパワメントがあり、緊急事態の発生に際しては保護が強化される。このため本稿では、命の保護（人
道支援など救命活動）、暮らしの保護（人道、復興、開発協力）、尊厳の保護（例えば暴力、虐待、強制、収奪の
予防や対応）の三つの保護を分析枠組みとした。国際社会は通常、大規模自然災害が発生すると一致して復興に
協力するが、紛争中の復興は紛争当事者の敵対関係の影響を受ける。シリア紛争の場合は複雑な国際関係も復興
に影響した。そうした中でも人間の安全保障を推進しうるきっかけとして、本稿ではシリアの人びと自身のエン
パワメント、欧米諸国の制裁の一部緩和、シリア政府とアラブ連盟加盟国との関係改善を挙げた。

はじめに

ウクライナ紛争による死者数は 2022年の 1年間だけで 8

万人を超え（Department of Peace and Conflict Research 

2023）、武力紛争（以後「紛争」と呼称する）が今なお私た
ちの安全を脅かす重大な危機であることを世界に示してい
る。多くの紛争は市街地を戦場とするため多数の一般人が命
を脅かされ、家屋や仕事を失い、貧困状態に陥る。紛争が長
期化していくと学校、病院、発電や浄水設備などの国家の基
幹インフラが破壊され、また行政機構や企業活動が影響を受
けるなどして社会・経済・統治基盤は劣化する。紛争という
危機が別の危機を引き起こして危機は複合化する。また、
COVID-19など感染症や突発的な大規模自然災害などの危機
は紛争とは無関係に発生するが、それらの危機への対応が紛
争の影響を受けたり、それらの危機が紛争の推移に影響を及
ぼしたりしてしまう。つまり別個に発生した危機が互いに影
響しあい、複合化する。このような、危機が危機を引き起こ
したり別個に発生して影響し合ったりする複合危機は、ウク
ライナやシリアに限らずミャンマーやアフガニスタン、イエ

メンなど多くの紛争で見受けられる。
本稿は、このような複合危機が人びとにどのような影響を
及ぼすのか、また複合危機に際してどのような国際協力があ
りうるのかについて、人間の安全保障の視座に立って考察す
る。人間の安全保障は人びとを中心にすえて命、暮らし、尊
厳を守ることに焦点を置く概念である。したがってこの概念
は、人間の安全保障を脅かすのは紛争だけではなく突発的な
大規模自然災害―地震、津波、洪水など―、貧困、経済危機、
気候変動、感染症など多岐にわたり、しかもそれらは互いに
関連し合うと捉える。そこで本稿では、危機として特定しや
すい紛争と地震を取り上げ、複合危機はいかに人間の安全保
障を脅かすのか、また複合危機に際して人びとの命、暮らし、
尊厳を守るためにいかなる対処や課題があるのかを明らかに
する。具体的には、本稿を執筆中の 2023年に発生した複合
危機、すなわちシリア紛争中の北西部地震を取り上げる。被
災地にはシリア政府が統治する地域に加え、反体制勢力が実
効支配する地域が含まれる。12年に及ぶ紛争により、すで
に人びとの命、暮らし、尊厳は脅かされていた。そうした状
況での地震発生は紛争の推移とどのように影響し合ったの
か。また、かかる複合危機は異なる勢力の支配下にある人び
との安全にいかなる影響を及ぼし、国際社会はいかに対処し
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たのか分析する。
人間の安全保障を実践するには人びとの保護とエンパワメ
ントという二つのアプローチがあり、緊急事態の発生に際し
ては保護が強化される。そこで次節では、紛争中の突発的な
大規模自然災害の発生という状況において人間の安全保障を
実践する保護アプローチの射程について整理し、本稿の分析
枠組みを提示する。第 2節では、シリア北西部地震に焦点
を合わせ、地震発生前の紛争の推移を概観しつつ、地震発生
に際していかに人びとを保護する取り組みがあったのか、そ
こにはいかなる課題があったのかを分析する。第 3節では
複合危機の発生における人間の安全保障への対処と課題を論
じ、最後に本稿全体から得られる示唆を提示する。本稿は質
的研究の手法を用い、分析に際しては、シリア国内で国際協
力に従事する機関へのインタビューや文献調査により取得し
たデータを基に、ナラティブ分析や過程追跡といった研究方
法を使用した。

1.　保護の諸相

1.1.　保護の三つの側面
人びとの命、暮らし、尊厳といった人の営みを守る人間の
安全保障を実践するうえでの基本的な考え方は、既述のとお
り、人びとの保護と人びとに対するエンパワメントという二
つのアプローチを組み合わせることである。ここでいう保護
とは人びとの命、暮らし、尊厳を守る方策のことであり、エ
ンパワメントとは人びとが自分や他人のために行動できる力
のことである（Commission on Human Security 2003）。保
護とエンパワメントの組み合わせは千差万別であるが、一般
に紛争や突発的な大規模自然災害などの緊急時には命の保護
が強化される。そして、人びとが緊急事態を脱して平時に向
かうにつれ、社会・経済・統治基盤を回復させて暮らしを保
護し、これにより、人びとのエンパワメントを強化していく
ことになる（武藤他 2018）。いずれの状況においても尊厳
の保護は人間の安全保障の基本である。もちろん、緊急事態
の最中であってもエンパワーされ、自分や他人のために行動
できる人はいる。しかし紛争などの危機が長期化したり、複
合危機が発生したりして命が危険にさらされ続ける状況では
保護が長期化し、人が自立して暮らしを営めるようなエンパ
ワメントの推進は、一般に困難になると考えられる。
それでは、保護アプローチの射程とはいかなるものか。今
に至る人間の安全保障の概念と実践の基礎となった「安全保

障の今日的課題」は、命を救う保護の実践の例として人道支
援に言及する（Commission on Human Security 2003）。人
道支援は伝統的に紛争などの被災者に対し、食料、水と衛生
的な環境、保健医療、避難所を提供してきた。倒壊した建物
の中から生存者を探索し、救助するレスキュー活動も命の保
護に直結する。既述のとおり紛争や突発的な大規模自然災害
など緊急事態の発生に際しては、伝統的な人道支援やレス
キュー活動などにより個人の救命を優先させる必要がある。
人びとが緊急事態を脱するにつれて、命のみならず暮らし
を保護する必然性は増していくが、実際には命の保護と暮ら
しの保護は互いにかかわりあう。二つの保護の関わりは、昨
日まで命の保護を実践し、今日から暮らしの保護を実践する
という意味での連続性とは異なり、重なり合うものである。
例えば現代の人道支援は食料や保健医療などに留まらず、農
業、教育、早期復興など幅広い領域を含む。また既出の「安
全保障の今日的課題」によると、保護とは人びとの基本的な
権利と自由を守るための国内および国際的な規範、プロセス、
制度、およびその整備であるという。具体的には、「警察制度、
環境規制、医療ネットワーク、教育制度、セーフティネット、
労働賃金制度、予防接種キャンペーン、外交活動、危機や紛
争の早期警告システムなど、社会のあらゆるレベルで機能す
る制度」（前掲書，132）が保護に必要とされている。これ
らは命、暮らしの両方の保護に資するものである。
複合危機下においては、尊厳の保護はより一層影響を受け
る。機関間常設委員会の「人道的な活動における保護に関す
る機関間常設委員会方針」（IASC 2016）は、人びとが保護
されない状況を、とりわけ紛争の間に人びとがさらされる暴
力、虐待、強制、収奪にあると整理した 1。仮に命や暮らしが
無事であっても暴力、虐待、強制、収奪を受けるようでは、
人びとの安全が保障されているとはいえない。現代の人道支
援や復興、開発協力は、これらの危機から直接的に人びとを
保護するため、暴力、虐待、強制、収奪の情報収集や記録、
子供やジェンダーに基づく暴力の被害者に対する避難所やメ
ンタルケアなどの物理的、心理的な保護の提供、地雷対策や
住宅・土地・財産に対する権利保全支援などを実施する。こ
れらの活動は私たちが人として認められ、不当な扱いを受け

1 同方針では、暴力を「身体的または心理的虐待の行為、または
脅迫」、強制を「本人の意思に反して何かを強要すること」、収
奪を「人びとが必要とする商品やサービスを利用できないよう
にすること。意図的であるかないか、直接的であるか間接的で
あるかを問わない。差別を含む場合もある。」と定義する（IASC 

2016, 13–15）
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ないことを保障するものではないが、少なくとも意図するも
のである。ただし、国際協力がこれらの活動をもれなく実施
したとしても、人びとの尊厳が確保されたと評価することは
難しい。一連の活動は尊厳の保護の一例に過ぎないことには
留意が必要である。
ここまで、人間の安全保障の二つのアプローチのうち、緊
急事態に際して強化される保護の実践には、命、暮らし、尊
厳の三つがあることを明らかにしてきた。実際にはこれらの
三つの保護は明確に分かれているわけではなく、密接にかか
わりあっている。以上の議論を総括したのが図 1である。
緊急事態においては、まず命の保護（人道支援など救命活
動）が必要である。しかしそれだけでは、私たちの安全は保
障されない。暮らしの保護（人道、復興、開発協力）も早急
に必要である。暮らしの保護のために整備された基幹インフ
ラ、経済基盤、行政制度、教育、保健医療といった社会基盤、
それらを運営管理する統治基盤は危機の発生を予防し、危機
が発生しても命を保護する人道支援に資するはずである。ま
た尊厳の保護（例えば暴力、虐待、強制、収奪の予防や対応）
のための活動は、平時か危機発生時かにかかわらず必要であ
る。他方で既述のとおり、尊厳の保護の実践が完全な尊厳の

保護を可能にするわけではない。尊厳を保護する活動のみを
実施しても命や暮らしが保護されなければ、尊厳が保護され
ているとはいえないであろう。命、暮らし、尊厳の保護は互
いに深く関連し合っている。緊急事態においては図 1のよ
うに三つの保護を意識して活動を実施していくことが、人間
の安全保障の推進に有用である。
なお、人間の安全保障の二つのアプローチのうち保護は、
一義的には政府により実践される（武藤他 2018）。政府が
整備する社会・経済・統治基盤や治安の安定は、人間の安全
を保障する核となる。しかしそれだけではなく、地元の
NGOや市民社会組織、さらに近年では企業が社会貢献活動
や人権を重視したビジネスを通じ、人間の安全保障の推進に
貢献している。さらに国連機関などの多国間協力機関、
JICAなどの二国間協力機関、アラブ連盟などの地域機関、
また国際 NGOや財団なども人道支援や復興、開発協力など
を通じて人間の安全保障の推進を支援している。多様な組織
が保護をもたらすことになる。ただし、緊急事態に保護を強
化する場合であっても、保護だけではなく人びとのエンパワ
メントが発現することで、人間の安全保障が包括的に推進さ
れることには留意が必要である。次に、本稿が主題とする紛

命の保護

暮らしの保護

尊厳の保護

緊急事態

図 1　緊急事態に強化される人間の安全保障の三つの保護―本稿の分析枠組みとして
出典：筆者作成
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争中の突発的な大規模自然災害という複合危機の発生に際
し、三つの保護はいかに対応しうるのか、補完的に論究する。

1.2.　 複合危機―紛争と大規模自然災害―におけ
る保護

前項で明らかにしたように、危機の発生に際し、国際社会
は命の保護（人道支援など救命活動）の実践に集中し、危機
が収束するにつれて暮らしの保護（人道、復興、開発協力）
を強化する。そして保護のいずれの実践においても、国際社
会は尊厳の保護（例えば暴力、虐待、強制、収奪の予防や対
応）を同時並行させる。この保護の実践は、紛争と突発的な
大規模自然災害のいずれにおいても共通する。しかし、紛争
と大規模自然災害それぞれの危機に対する国際社会の保護に
は、実際には二つの違いがある。
違いの一つは、保護を実践する主体であろう（Hanatani 

et al. 2018）。紛争の場合、反体制勢力が一部地域を実効支
配し、傘下の人びとを保護することがある。当該勢力が住民
との信頼関係を築き、事実上の国家のように機能する場合も
あるが、政府との関係や国際的な支持などの影響を受け、そ
の力量にはばらつきがある。敵対する勢力同士が、人道支援
その他の保護の実践を妨害することも珍しくない（アンダー
ソン 2006）。国際社会は政府に協力するだけではなく、実
効支配の状況に即し、現地の事情に詳しい市民社会組織など
と協力して保護を実践する場合がある。これに対し、紛争の
影響のない地域で突発的な大規模自然災害のみが発生する場
合、被災者を一義的に保護するのは政府であり、市民社会組
織や企業も参画する。この場合、人道支援の実施が人為的に
妨害されることも考えにくい。
もう一つの違いは、命の保護から暮らしの保護へ移行して
いくタイミングであろう。紛争の場合、国際社会は激しい戦
闘が続く間は命の保護を優先し、戦闘が収まりつつあるタイ
ミングで協力内容を暮らしの保護にシフトさせる。しかし、
紛争が長期化する場合や紛争の強度が地域により異なる場合
には、命の保護と暮らしの保護は混在する。つまり紛争の場
合、移行のタイミングは紛争ごとに異なり、紛争の推移や強
度、また紛争当事者同士の力関係など様々な文脈に即して決
まっていく。これに対し、突発的な大規模自然災害のみが発
生した場合、国際社会は災害が収まり次第できるだけ早く、
復興、開発協力の開始を求められる。紛争に比べても暮らし
の保護への移行のタイミングを見出しやすく、タイミングも
早い（Hanatani et al. 2018）。
それでは、紛争中に突発的な大規模自然災害が発生した場

合にはいかなる保護の実践があるのか。例えばインドネシ 

ア・スマトラ島大地震およびインド洋津波の大きな被害を受
けたスリランカは、全土で内戦中であった。スリランカの場
合、復興支援の割り当てをめぐる紛争当事者同士の争いが激
化してしまった。他方でインドネシアでは被害が紛争地ア
チェに集中したため、アチェはインドネシア政府による復興
の対象となり、国際社会もこれに協力し、この結果、紛争も
終結に至った（Billon and Waizenegger 2007; Perkasa 2019）。
このように先行研究からは、紛争の推移や被害状況などの文
脈が、大規模自然災害発生後の紛争の推移や被害に対する国
際協力を左右していた。紛争中の場合、突発的な大規模自然
災害の発生に際して必ずしも一致した保護の実践が観察でき
るわけではない。複合危機下の多様な状況に即し、人間の安
全保障を推進するアプローチも変化するし、推進できない場
合もある。
本節では、複合危機に対処する人間の安全保障の三つの保
護という分析枠組みを提示し、紛争中に突発的な大規模自然
災害が発生する場合の保護の実践は必ずしも一様ではないこ
とを確認した。次節では、シリア紛争中の北西部地震を事例
として、複合危機下の人間の安全保障における保護の実践と
課題を抽出する。

2.　シリア紛争中の北西部地震 

―保護の実践と課題

2023年 2月 6日、マグニチュード 7を超える地震がトル
コ南東部を震源として二度発生した。最大の被災地はトルコ
であるが、トルコと 900 kmにわたって国境を接するシリア
にも、北西部を中心に大きな被害が発生した。しかも周知の
とおり、シリアは 12年にわたる紛争中であり、シリア政府
が事実上統治していない被災地もあった。このため、被災者
の保護は必ずしも平時と同様には進展しなかった。本節では、
まず地震発生時にシリアの統治がいかなる状況にあったかを
概説し、続けて、地震の被害の概要を必要に応じて紛争によ
る被害に遡って明らかにする。そのうえで、三つの保護の実
践と課題を考察する。

2.1.　地震発生時のシリアの統治の状況
既述のとおり、地震発生の時点でシリアの一部地域は反体
制勢力が実効支配していた。図 2は、国連が公開するシリ
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アの大まかな勢力圏図である。このうち赤色はシリア政府が
統治する地域である。反体制勢力が実効支配する地域は主と
してシリア北部にあり、少なくとも三つの反体制勢力がそれ
ぞれ緑色、緑と黄色、青色の地域を実効支配していることが
わかる。

2 地名は本文中では、アルファベットに即してカタカナ表記とし
た。ただし、アラビア語の定冠詞（Alおよびその変化形、例え
ば Al Lādhiqīyaの Alや Ar Raqqahの Arなど）を「アル＝」「アッ
＝」など表記するのは煩雑なため、本文中では地名の定冠詞は
省略した。

3 南東部にある緑色の地域は、アメリカがそのプレゼンスを確保
したものであり、北部の緑色の地域とは実効支配の経緯も状況
も異なる。この地域は地震の影響を大きくは受けていないため、
本稿では考察の対象としない。

次に被災地の範囲を確認しよう。図 3は、震源地とその
周辺の地域の震度である。トルコの震源地（図 3の黄色）
からシリアの北部（図 3の水色）に至る地域全体が大きな
被害を受けた。図 2と重ねると、被災地は主要なすべての
勢力圏（図 2の緑色、緑と黄色、青色、赤色）にまたがっ
ていることがわかる。既述のとおり赤色はシリア政府が統治
する地域であり、他の紛争当事者による実効支配の状況は次
のとおりである。
まず図 2の北西部の緑色の地域は、震源地に最も近いア

レッポ県とイドリブ県の一部にまたがる。この地域は、主と
してシャーム解放戦線とその統治機関であるシリア救国政府
が実効支配する。シャーム解放戦線は国連により、過激派組
織アルカーイダの関連組織と認定されている（UNSC 
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2018）。次に図 2の青色の地域はアレッポ県とラッカ県、さ
らに北東部のハサカ県、ダイル・ザウル県にまたがり、主と
してシリア民主軍が実効支配する（United Nations Geospatial 

2023）。シリア民主軍は、過激派組織のいわゆる「イスラム
国（Islamic State: IS）」が一定の地域を実効支配していたと

4 地図の下に記載されている震度は改正国際メルカリ震度であり、
日本の震度とは異なる（気象庁 2023）。

き、アメリカなどの支援を受けて対 IS戦線の前線に立った。
シリア民主軍は ISの掃討に大きく貢献し、ISに代わって勢
力を拡大していった。しかしシリア民主軍はクルド人民防衛
隊を主体とするため、その台頭はとりわけトルコにとって脅
威であった。クルド人民防衛隊を擁すクルド民主統一党の関
連組織、クルディスタン労働党をトルコはテロ組織と認定し
ているからである。このため、トルコは 2016年以降 4度に
わたってシリア領内へ侵攻し、一部地域に影響力を確立した。

図 3　トルコ・シリア地震の震源地と周辺地域の震度 4

出典：USGS（USGS 2023）の一部を抜粋
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最後に図 2の緑と黄色の地域はアレッポ県とその東隣のラッ
カ県を含み、主としてトルコが支援するシリア国民軍と、同
軍と協力関係にあるシリア暫定政府が実効支配している。
このように、被災地はシリア政府が統治する地域と三つの
反体制勢力が実効支配する地域、つまり主要な紛争当事者が
関わる地域すべてに及んだ。次に、地震発生時のシリアの社
会・経済・統治基盤の状況と、地震がもたらした被害につい
て概説する。

2.2.　紛争の被害と地震の被害
紛争は既に、シリア国内に甚大な被害をもたらしていた。
冒頭、ウクライナ紛争の死者数が年間で 8万人超であった
ことを述べたが、シリア紛争の死者数は開始以来 40万人を
超えている（Department of Peace and Conflict Research 

2023）。しかも命の保護に関して言えば、例えば、シリア国
内の約 1,530万人が地震発生の時点で何らかの支援を必要
としていた。シリアの総人口は紛争が始まって以降は精緻に
確認できないが、紛争前には約 2,200万人であったので、
それに照らすと 10人中 7人になる。そのうち 1,210万人が
食料調達に不安を抱えていた（OCHA 2022, 9）。また 100

万戸以上の住宅が全壊、半壊、ないしは損害を受けていた（UN 

HABITAT 2022, 8）。
暮らしの保護をもたらすべき国家の制度や仕組みの状況も
深刻である。経済は欧米の制裁の影響（Al-Khalidi 2020）も
あり、例えばシリア・ポンドの対米ドルのレートは 2020年
に 224%下落したのに続き、2021年には 26%下落した。
ウクライナ危機の影響を受けて食料や燃料の値段が高騰した
ことも、シリアの経済に悪影響を及ぼしている（Luan et al. 

2022, xi–xii）。電力も不足し、2021年の国営電力の 1人当た
り消費量は、紛争前の 2010年の約 15%であった（Hatahet 

and Shaar 2021, 25）。保健システムも壊滅的な状況で、紛
争前のシリアのワクチン接種率はほぼ 100%であったが、
COVID-19のワクチン接種を 1度でも受けたのは 15.4%に
過ぎない。尊厳の保護に関し、政府および実効支配する反体
制勢力による恣意的な拘束や虐待、拷問、過剰な武力行使、
ジェンダーに基づく暴力などの尊厳を脅かす行為がいくつも
確認されている（UNGA 2023）。農地や道路、私有地、公共
施設に広範に仕掛けられた不発弾も、安全確保上の大きな懸
念である（OCHA 2022）。
紛争という危機にさらされたシリアの人びとの多くは、人
間の安全保障の観点からは、すでに適切な保護を受けにくい
状況にあった。地震という新たな危機は、その状況に更なる

被害を追加した。地震発生から約 3か月後の 6月、国連は
シリアの人道支援ニーズについての特別報告書を発表した。
それによると、地震の被害はイドリブ県とアレッポ市などア
レッポ県の北西部、ラタキア県の西部地域に集中し、最初の
二度の地震発生以降もマグニチュード 6を含む 9,000回以
上の余震が続いたとしている。地震は支配勢力を問わず、シ
リア国内の約 880万人に影響を与え、数十万人が避難し、
39万戸以上の住宅、2,149の学校、241の保健施設に被害
をもたらした。保健セクター関係者や保健省によると、5,900

人以上が死亡し、1万人以上が負傷した。また推定 17万人
が失業し、約 3万 5000の中小企業が影響を受けた。とりわ
け女性世帯主へのしわ寄せが大きい。地震の恐怖による新た
なストレスを訴える人も急増している。地震の前から滞って
いた電力、水、医療、教育など、命や暮らしを保護する仕組
みはさらに劣化した（UNSC 2023b）。
ただし、被害状況の詳細について、国連機関とは異なる数
値も発表されている。例えばイギリスに拠点を置くシリア人
権監視団は、死者数を 3月 4日の段階で 6,795人、このうち
反体制勢力が実効支配する地域の死者は 4,547人であるとし
た（The Syrian Observatory For Human Rights 2023）。また
シリア国内で活動する国際 NGOの International Medical Corps

（IMC）は、3月 8日の時点で 7,259人とした（International 

Medical Corps 2023）。被害を迅速かつ正確に把握すること
は、命を保護する前提であろう。しかし、紛争の影響を受け
て統治が分断されている状況が、被害の全容把握を困難にし
た。このことは、各種支援の実施にも影響している。

2.3.　緊急的な保護
地震という新たな危機の発生に、シリア政府は迅速に対応
する意思を見せた。地震の発生した 2月 6日に、アサド大
統領が議長を務める緊急閣僚会議が開催され、全国緊急行動
計画が策定されたのである。そして政府の調整に対応するた
め24時間体制の中央作戦室と、被災した各県に緊急オペレー
ションルームや救援委員会が設置された。シリア政府は被災
地支援に全力を挙げ、国民を守るという意思を表明したこと
になる。またシリア政府は、政府の技術チームとシリア・ア
ラブ赤新月社から成る対応チームを直ちに被災地に派遣し、
捜索や救助活動、調整などを行った。国連機関などに情報を
提供するため、省庁間のニーズ調整の準備も進められた。こ
のように、命を保護する取り組みが続いた（HCT 2023; Syria 

Report 2023）。
シリア政府の対応と同時並行的に、シリア人が被災者を保
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護しようとするする動きも確認できる。シリア国内外で寄付
が呼びかけられた。地震発生の前から人道支援に従事してき
た、シリア国内の組織の動きも活発である。例えばシリア開
発信託（アサド大統領夫人が紛争以前に設立）は、国連機関
や国際 NGOと連携して、政府が統治する地域における人道
支援を主導している。またシリア家族計画協会は、地震発生
後数時間のうちに被災者に避難所や宿泊施設の提供を開始
し、被災地に移動診療所を送り、緊急医療を実施した（Syria 

Report 2023; IPPF 2023）。その他にも革命青年同盟、シリ
ア国内の慈善団体や民間セクターなどによる自発的な物資の
提供や寄付、救急チームの結成といった動きが確認できる
（SANA 2023a; Al-Muhriz 2023）。
しかし既述のとおり、シリアの基幹インフラは長期化した
紛争という深刻な危機の影響を受けて壊滅的な状態にあっ
た。すでに多くの人が支援を必要とする状況にあり、また実
際に人道支援を受けていた。したがって、地震という新たな
危機に際して人びとを保護するには、より一層の国際協力が
重要になる。前節で明らかにしたとおり、地震の場合、国際
社会は直ちにレスキュー活動や人道支援などを実施し、政府
による被災者支援に協力する。実際、震源地やその周辺を中
心に地震により最も大きな被害を受けたトルコのチャヴシュ
オール外相は、地震発生から 1週間のうちに 96か国と 16

の国際機関から支援の申し出があり、56か国の 6,500人近
くが現地で活動していると述べた（Anadolu Agency 2023）。
これに対し、報道で確認する限り、同じタイミングでシリア
へ人道支援物資や資金を拠出した国・組織は 30弱、レス
キュー活動や医療チーム、人道支援を担う人材派遣に協力し
た国・組織は 15弱に留まる（SANA 2023b）。
この状況は、反体制勢力が実効支配する地域においてはさ
らに厳しかった。世界銀行が 3月中旬に発表した「2023年
シリア地震の緊急被害・ニーズ調査」は、現地に入れないと
いう制約を認めつつ、シリア全土で最も被害が集中したのは
アレッポ県であり、次いでイドリブ県であるとしている
（World Bank 2023）。図 3にあるように、両県とも政府の統
治と反体制勢力の実効支配が混在しているが、反体制勢力が
実効支配する地域の方が震源地に近い。人間の安全保障の観
点からはこれらの地域に対し、少なくとも政府が統治する地
域と同様の支援があってもよいであろう。しかし、地震発生
直後のこれらの地域に対する支援は、政府が統治する地域に
比べてより一層限定的であった。これから明らかにするよう
に、紛争に起因する大きな制約があったからである。
反体制勢力が実効支配する地域の被災者に対する保護の問

題は、大きく二つ挙げられる。一つは、支援を届けるルート
の問題である。反体制勢力が実効支配する地域で保護活動を
実施するには二つのルートがある。一つはシリア政府の許可
を得て、シリア政府が統治する地域から紛争の境界線を越え
て、反体制勢力が実効支配する地域向けに人道支援を実施す
るルートである（Sida et al. 2016）。もう一つのルートは国
連安保理決議 2672が定めている。それはシリア政府に通知
したうえで、国連機関とそのパートナー組織がトルコから図
2に記載のあるバーブ・ハワーの国境検問所を利用して、反
体制勢力が実効支配する地域に直接、人道支援を届けるルー
トである（UNSC 2023a）。他方で、安保理決議の有無にか
かわらず、地震発生以前から多くのシリア人がトルコ政府の
許可を受け、バーブ・ハワー以外の国境検問所を利用して人
道支援を実施していた 5。
ところが地震発生直後、人道支援物資の到着は滞った。一
つには、バーブ・ハワーに至るトルコ側の道路が地震により
損壊していたことがある（Makdesi 2023）。バーブ・ハワー
を通過してシャーム解放戦線が実効支配する被災地に国連機
関の人道支援が初めて届いたのは、地震発生の 3日後であっ
た（Chehayeb and Abduelgasim 2023）。また、この地域に
支援物資の提供や救助チームなど人材派遣を直接実施したの
は、3–4か国程度に留まった。地震によりトルコが被った被
害の大きさからも、越境型の人道支援全般に困難があったと
推察される。国連のグリフィス人道問題担当事務次長兼緊急
援助調整官は、このような状況はシリアの人びとを失望させ
たと述べた（Griffiths 2023）。地震発生後の初動において国
際社会の支援は、シリア政府が統治する地域に比べても著し
く少なかったと考えられる。
保護の実践におけるもう一つの問題は、人道支援物資の略
奪や人道支援の実施妨害である。一般に略奪は、どのような
場所で地震が発生しても観察される。シリア北西部地震にお
いても例外ではなく、複数の支配勢力によるいくつもの略奪
が報じられた（Salem 2023; Christou 2023）。人道支援の実
施妨害についても、既述のとおり武力紛争の場合、紛争当事
者同士が敵対する相手への人道支援を妨害することは珍しく
ない。シリアの場合も紛争の複雑さの影響を受け、人道支援
の妨害が多発した。例えばクルド勢力が手配して人道支援物
資を載せたトラックは、シリア政府およびトルコの影響を受
けた反体制勢力の妨害に遭った（Syrians for Truth and 

5 トルコを拠点にシリア向けの国際協力に従事するシリア人（1）
へ、TEAMSによる筆者のインタビュー。2023年 7月 21日。
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Justice 2023）。またシャーム解放戦線は、シリア政府の人
道支援を拒否した（Azhari and Gebeily 2023）。紛争の境界
線を越える人道支援が初めて被災地に届いたのは、6月下旬
である（OCHA Syria 2023）。保護をもたらすべきシリア政
府およびシリアの一部地域を実効支配する勢力は、結果とし
てその役目を果たせなかった。
このような困難な状況の中ではあったが、シリア人は互い
に助け合っていた。紛争下において、反体制勢力が実効支配
する地域でも政府が統治する地域同様、人道支援を受け入れ
る多くの組織が活動している。しかし、地震はそうした組織
も襲った。これまで経験したことのない規模の地震を突然体
験したショックから、多くの人は自身と家族の状況を確認し
た後、周りの人を助けられるようになるまで何日かを要した
という。それでもホワイトヘルメットと呼ばれる民間防衛隊
は、地震発生の次の日からレスキュー活動を実施した（The 

White Helmets 2023）。彼らは元パン職人、仕立屋、エンジ
ニア、薬剤師、塗装工、大工、学生などで、爆撃などで倒壊
した建物から生存者を救出するレスキュー活動を、数年以上
にわたり、反体制勢力が実効支配する地域で展開してきた
（White Helmets 2023）。爆撃などによる倒壊とは状況が異
なり、重機などの機材も圧倒的に不足している中で、ホワイ
トヘルメットは 3000人以上のボランティアを総動員し、他
組織の 300人以上のネットワークと協力して活動した（Swift 

et al. 2023）。また国際協力に従事する別の組織も、地震発
生の翌日から活動した。自身と家族の無事を確認した 30名
ほどのスタッフは、損壊を免れた備蓄倉庫から即座に避難所
に物資を提供したり、これまで支援してきた病院の医療器材
を被災地に搬送したりした 6。さらに別の組織の場合、それま
での人道支援実施における受託の権限が狭く、緊急時の資金
や物資を有していなかった。それでもこの組織のスタッフは
地震発生の翌日から寄付を呼び掛け、一定程度の資金を確保
した 10日以降に被災者支援を開始した 7。市場も機能してお
り、「現金それ自体が優先的なニーズ」、つまり多目的現金の
支援は有用であったことも確認されている（前掲書，15）。
地震という脅威の発生に際して十分な保護が提供されない状
況において、人びとは助け合って互いをエンパワーしていた。

6 トルコを拠点にシリア向けの国際協力に従事するシリア人（2）
へ、ZOOMによる筆者のインタビュー。2023年 7月 20日。

7 トルコを拠点にシリア向けの国際協力に従事するシリア人（1）
へ、TEAMSによる筆者のインタビュー。2023年 7月 21日。
インタビューの際、この組織は地震の前から人道支援の資金を
扱う権限が不十分であったため、緊急時に迅速な対応ができな
かったことを問題視した。

このように、地震の発生に際し、国際社会による命を保護
するための取り組みは大きく後手に回った。政府が統治する
地域には、一定程度の国際社会による支援が届いていたが、
限られていた。反体制勢力が実効支配する地域への人道支援
はさらに限定的であり、しかも人道支援の搬送も妨害されて
いた。悲惨な状況の中でシリア人は、自らの力でできうる被
災者支援を懸命に実施し、互いのエンパワメントを図っていた。

2.4.　中・長期的な保護
本項では暮らし、そして尊厳の保護を取り巻く状況を明ら
かにする。シリア政府は地震の発生直後から暮らしの保護に
も対応する意思を示し、住宅などの建物や給水所などの公共
設備の安全性を迅速に確認するとした。その後、シリア政府
はアレッポ県とラタキア県で、住宅など建物の再建を開始し
た。何十万ものアパートの安全性を診断し、強化が必要な建
物 6万近くを特定した。また民間セクターと協力し、被災者
の雇用機会確保のため、損壊した施設の再稼働や小規模事業
への融資支援を続け、4,500世帯が融資を受け始めた（Zain 

2023）。首都ダマスカス近郊のデイル・アリー発電所のリハ
ビリや、アレッポ発電所の再稼働も報じられた（Salameh 

and Al-Jazaeri 2023; Mhamad 2023a）。反体制勢力が大半
の地域を実効支配するイドリブ県が含まれないものの、これ
らは被災者の暮らしを保護し、これにより尊厳の保護にも資
する、シリア政府の優先的な取り組みと理解できる。
国際協力も報じられている。例えば UNICEFは損壊した

保健センター、診療所の復旧やプレハブの設置、さらにアレッ
ポ大学病院の小児病棟の復旧を実施した。また水処理施設と
ポンプ施設の復旧といった暮らしの保護も提供している。尊
厳の保護の実践も見られる。例えば UNFPAはジェンダーに
基づく暴力への対応支援を継続し、WHOはメンタルヘルス・
ワーカーを訓練し、移動保健チームを動員して心理的応急処
置、緊急カウンセリング、個別相談、専門サービスへの紹介
などメンタルヘルス・サービスを提供した（UNSC 2023b）。
国連機関の他、例えば中国や UAEなどは住宅の提供を支援
し、UAEは学校の復旧も支援している（Xinhua 2023; Sharja 

2023）。ノルウェー難民委員会は、校舎の復旧や教員の訓練
などの協力についてシリア政府と合意した（Mhamad 2023b）。
これらの支援も人間の安全保障の視座に立つと、命や暮らし
に焦点を合わせ、それらにより人びとが尊厳をもって生きて
いくことに資するものである。
しかし、本格的な震災復興は包括的な公共事業を伴う。こ
れまで明らかにしてきた保護の実践は有用であるが、基本的
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に救命に付随する活動である。シリア紛争自体は収束に向
かっており、2020年以降は年間の死者数も 1万人を切るよ
うになった。これは国際社会が復興支援を開始した当時のイ
ラクや、死者数が増加していく中でも復興支援を持続したア
フガニスタンより少ない（Department of Peace and Conflict 

Research 2023）。シリアでも復興支援の実施は技術的には
可能と考えられるが、これまで提供されてきた保護は限定的
と言わざるを得ない。
震災復興がシリアで進まない背景には、言うまでもなく紛
争の影響がある。地震の約 2か月半後の広島 G7サミット首
脳コミュニケは、復興支援について「政治的解決に向けた真
正かつ揺るぎない進展があった後」に検討するとした（外務
省 2023）。G7は紛争当事者に対し、震災復興のためにも紛
争終結に協力するよう促したといえる。しかし前項で詳述し
たように、シリア政府と主要な三つの反体制勢力は、人道支
援に際しても協力しなかった。紛争と地震という複合危機に
見舞われても、シリアは復興、開発協力など命のみならず暮
らしに重点を置く保護を推進できないことになる。
それでも地震の発生は、シリア政府、反体制勢力を支持す
る欧米諸国、そしてアラブ諸国による紛争や各種支援への対
応に変化をもたらした。まずシリア政府の変化は、国境管理
に見ることができる。シリア政府は地震発生の1週間後、バー
ブ・サラーマとラーイーの二つの国境検問所について国連機
関の通過を承認した（UNSG 2023）。いずれの国境検問所 

も、地震の前からトルコ政府の許可を得た人道支援従事者や
物資が通過しており、シリア政府による開放の承認は人道支
援の実施に実質的な変化をもたらさなかったという 8。しかし
国連機関は、シリア政府の承認により二つの国境検問所を通
過できるようになった。初動には間に合わなかったが、シリ
ア政府は加盟国の主権を尊重する国連機関に協力して、被災
者を支援する姿勢を示した。
その一方でシリア政府の対応は、前項に記したバーブ・ハ
ワーについては異なっていた。この国境検問所の通過を定め
た国連安保理決議 2672は、期間限定であった。国連安保理
は有効期間の更新を協議したが失敗し、決議は 2023年 7月
に失効した 9。その後、シリア政府はバーブ・ハワーの通過を

8 トルコを拠点にシリア向けの国際協力に従事するシリア人（1）
へ、TEAMSによる筆者のインタビュー。2023年 7月 21日。

9 ブラジルとスイスが共同提案した決議ドラフトと、ロシアが提
案した決議ドラフトのいずれも否決された（UNSC 2023c）。な
お、シリアは安保理のメンバーではないためこの決定に関与し
ていない。

承認するレターを国連に提出したが、それには国連機関の
パートナー組織を指定するという条件が付されていた
（UNSC 2023d）。国連機関は他の国境検問所と異なる条件を
容認できなかったため、シリア政府と交渉しなければならな
かった（Lederer 2023）。シリア政府は国連安保理決議の失
効を機に、トルコから越境して反体制勢力が実効支配する地
域で国連機関が人道支援を直接実施することについて、国境
通過の決定権がシリア政府にあると示したことになる。
次に、欧米諸国による対応の変化について、制裁をめぐる
動きから確認したい。紛争開始以来、欧米を中心とした国・
組織はシリアの何百という個人や組織に制裁を科し、石油、
銀行など金融、運輸、インフラ、電力、貿易といった部門の
取引や協力、また人の移動を制限してきた。シャーム解放戦
線も制裁の対象である。制裁はシリアのGDPの損失（Nasser 

et al. 2013）や人道支援の実施に影響を及ぼし（OCHA 2014）、
紛争の長期化とともに一層強化された。制裁の対象ではない
取引や協力には、複雑な承認手続きや、トルコなどシリアと
国境を接する国々から実際に物資を越境させるに至る、多く
の労力と時間を要する。制裁は紛争の終結を促す手段として
広く認識されているが、例外はあるものの、シリア国内の人
道支援に際して必要物資の入手や資金確保が困難になるなど
の影響を与えている（Human Rights Watch 2023）。紛争の
長期化に伴って制裁の負の影響も増加する。
しかし地震の発生以降、厳しい制裁が科された状況は少し
変化した。アメリカ、イギリス、EUは地震の被害への対応
として、半年間、制裁の一部緩和を決定した（Marsi 2023; 

Government of the United Kingdom 2023a）。いずれも制裁
は命を保護する人道支援の実施に影響しないと主張していた
が、緩和した。さらにイギリスと EUは、措置の延長も決定
した（Government of the United Kingdom 2023b; Council of 

the EU 2023）。これらの動きは、初動は遅れたものの、欧
米諸国が地震の被害に対処しようとする姿勢を示している。
といっても人道支援の実施への効果は限定的である。アメリ
カは人道支援機関の再三の要求にもかかわらず、緩和措置を
延長しなかった（Hagedorn 2023）。これまで述べてきたよ
うに、紛争の長期化は当事国の社会・経済・統治基盤の劣化
を加速する。制裁の正負の影響が時間の経過とともにどのよ
うに変化するのか、検証が必要と考えられる。
最後に、地震の発生以降、アラブ諸国がシリア政府との関
係を復活させているのは特筆に値する。とりわけ象徴的な変
化は、シリアが地域機関であるアラブ連盟に復帰したことで
あろう（Cafiero and Milliken 2023）。シリアは 2011年の紛
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争開始以来、アラブ連盟から紛争に対する政府の責任を問わ
れ、加盟資格の停止処分を受けていた。しかし地震の発生以
降、シリアの加盟資格停止を主導したサウジアラビアとカ
タールの立場が変化した。サウジアラビアは命の保護を優先
し、シリアの兄弟のためとして被災地全て―政府と反体制勢
力の双方―を支援したのである（Alhussein 2023）。カター
ルはシリアの復帰に反対であったが、アラブ連盟の決定は受
け入れた（Egypt Independent 2023）。両国の変化がシリア
のアラブ連盟への復帰を後押しした。地震の発生は、シリア
政府が存続しているという現実をアラブ諸国が受け入れ、欧
米諸国などの制裁によらず、アラブの同胞であるシリアを統
治する政府との関係を改善するきっかけとなった。
しかし、シリアのアラブ連盟への復帰をもって、紛争の終
結やそれに伴う人間の安全保障の推進に弾みがつくと考える
のは、やや早計である。例えば主要な三つの反体制勢力のう
ち、シリアのアラブ連盟復帰を歓迎したのはクルド勢力のみ
であった。他勢力とシリア政府との敵対関係は解消されてい
ない。また、地震の発生を機に少なくとも 20名の IS戦闘
員が刑務所を脱獄した。ISの脅威は残っている（Al Arabiya 

2023）。さらに、イスラエルも断続的にシリア領内を空爆し
ている（France 24 2023）。地震の前から複雑化していた紛
争終結の見通しは立っていない。復興に関していえば、シリ
アはアラブ連盟への復帰を足掛かりに湾岸諸国の資金に期待
していると考えられる。しかし、欧米諸国の制裁は第 3国に
よるシリア支援にも適用されるため、湾岸諸国も実際には人
道支援以外を実施しにくい可能性がある。難民の帰還も進ん
でいない。尊厳の保護に直結する暴力、虐待、強制、収奪は、
シリア政府のみならず反体制勢力によるものも引き続き報告
されている（UNGA 2023）。アラブ連盟はシリアの復帰に際
して、この問題を取り上げなかった。本格的な震災復興が進
まない中で、尊厳の保護は最も解決が困難な課題といえる。
このように、暮らしと尊厳の保護は大きな問題を抱えてい
る。問題の多くは紛争の推移やシリア政府と欧米諸国との対
立に起因し、地震の発生以降も対立の構図は基本的には変
わっていない。他方でアラブ連盟やその加盟国とシリア政府
との関係は変化した。暮らしと尊厳の保護の実践はこうした
国際関係の影響を大きく受けるため、複雑な国際関係を今後
も注視する必要がある。

3.　考察

これまで、紛争と地震という複合危機に見舞われたシリア
を事例として、人間の安全保障の視座に立って命、暮らし、
尊厳の保護にかかる実践と課題を明らかにしてきた。第 1

節で論じたように、地震のみが発生した場合、国際社会は基
本的に協働して被災国政府に協力し、可能な保護を速やかに
実践する。しかしシリアの場合、国際社会の地震への対処は
紛争の影響を大きく受けて限定的であった。ここから得られ
る示唆を三点に絞って考察したい。
まず複合危機の発生は、多くの場合、保護をより一層困難
にすることが指摘できる。シリア紛争の当事者は地震の発生
に際して協力する意思を見せず、敵対する勢力による人道支
援を妨害した。統治が分断されていた状況を反映して被害の
全容把握は困難になり、支援を表明した国・機関も限定的で
あった。つまり複合危機下において、人道支援などの命の保
護の実践ですら遅れたうえに不十分であった。さらに紛争の
影響を受けて、震災からの復興に直結する暮らしの保護の実
践はわずかであった。G7サミット首脳コミュニケに明らか
なように、紛争の政治的な終結の見通しが立たなければ震災
からの復興も困難であり、実際に暮らしの保護へのシフトは
進んでいない。さらに複合危機は、尊厳の保護の実践にも影
響する。シリアでは地震が発生する前から、主要なすべての
紛争当事者による暴力、虐待、強制、収奪が発生していた。
尊厳が守られているとはいえない状況である。さらに地震が
発生しても、シリアの人びとは国際的な支援から取り残され
た。支援がなければ命や暮らしは守られない。必要な支援が
届かない状況は、客観的に尊厳が保護されていない状況と理
解することができる。このように、複合危機を構成する二つ
の危機は互いに影響し合い、それぞれの危機に対処するはず
の三つの保護に影響を及ぼした。複合危機は人間の安全が保
障されない状況を悪化させた。
他方で考察の二点目として、複合危機は結果として、シリ
アの人びとのエンパワメントを促したことを挙げたい。政府
が統治する地域では地震の発生に際し、様々な組織が人びと
を守るために行動した。反体制勢力が実効支配する地域でも
ホワイトヘルメット、さらにそれ以外の組織がいくつも活動
していた。すべての組織が活動内容を明らかにしているわけ
ではないので、実際にはもっと多くの組織が活動していた可
能性がある。地震の発生前から何百という組織が支配勢力を



今日の人間の安全保障 No. 2 53

第
１
部　
特
集　
複
合
危
機
下
の
政
治
社
会
と
人
間
の
安
全
保
障

問わず、全国で活動して人道支援の受け皿となっていたこと
も、地震発生に際してシリア人による支援活動を可能にした
と考えられる。複合危機下において、外部が主導する命の保
護の実践が複雑な国際関係の影響を受けて様々に限定される
中で、シリア人同士は助け合い、互いをエンパワーした。そ
もそも保護が不十分であったことは大きな問題であるが、こ
のような人びとのエンパワメントを強化していくことは、人
びとを中心にすえる人間の安全保障の推進につながる。
最後に、複合危機の発生は国際社会の現実的な対応を喚起
しうることを指摘したい。図 2の勢力圏図や死者数の減少
からシリア紛争の趨勢は事実上見えているが、紛争の政治的
な終結の見通しは立っていない。アメリカ、イギリス、EU

は制裁を緩和したが限定的であり、アメリカは緩和の期間を
延長しなかった。ロシアや中国がシリア政府を支持する姿勢
は一貫しており、国際社会の対立は解消されていない。しか
し地震の発生に際し、アラブ連盟加盟国の多くはシリアの人
びとのためにシリア政府との対話を再開し、命や暮らしの保
護を実践した。これらは十分とはいえないが人間の安全保障
の推進に資するものである。地震はアラブ連盟が現実を受け
入れて、シリアの連盟復帰を認める一つのきっかけになった
と考えられる。
複合危機の発生により現実的な対応は生まれたが、国際社
会が協調するようになったわけではない。制裁には人権侵害
となる行為を停止させる目的もあると理解できるが、これま
で論じてきたように、命や暮らしの保護の実践に支障をもた
らす場合がある。逆に、アラブ連盟やその加盟国は命や暮ら
しの保護を優先したと考えられるが、シリアのアラブ連盟復
帰に際し、主要な紛争当事者による人権侵害の問題を指摘し
なかった。命や暮らしの保護の実践が、必ずしも尊厳の保護
を保障するわけではない。人間の安全保障の実践には異なる
主体の協働が重要であるが、これまでのところ、それは実現
していない。それでもアラブ連盟は、シリア政府との対話の
再開を通じた紛争終結や震災復興に向けて、第一歩を踏み出
した。地域レベルでの現実的な保護の実践が国際社会全体に
拡大し、三つの保護を可能にする人間の安全保障の一層の推
進をもたらすのか、注視する必要がある。
以上を総括すると、紛争中の突発的な大規模自然災害の発
生という複合危機に対し、国際社会は命、暮らし、尊厳の保
護の実践を支配勢力にかかわらず、支援することが人間の安
全保障の視点からは有用である。紛争の終結は本格的な復興
を促す効果的な道筋であるが、先行研究や本稿で詳しく分析
したシリア紛争事例からは、大規模自然災害が発生したから

といって必ずしも紛争が短期的に終結するわけではない。そ
のような場合、紛争と大規模自然災害は相互に作用して人び
との保護をより一層難しくしてしまう。したがって、複合危
機下の人びとの人間の安全保障を推進するためには、紛争が
終結しない中でも可能な方策を検討する必要がある。本稿で
は様々な主体による保護の実践を検証したが、国連機関によ
る人道支援が人間の安全保障に貢献していることは間違いな
い。日本を含む国連加盟国の拠出は、支援の手の届きにくい
地域向けの人道支援を支えている。また、本稿ではシリアの
人びとの復興への意思に裏打ちされたエンパワメントの事例
を紹介した。不十分な保護の結果ではあるが、人びとが互い
にエンパワメントを図る動きを国際社会が迅速に後押しする
ことも、複合危機下の人びとの人間の安全保障を推進する方
策の一つと考えられる。さらに、国際社会は人間の安全保障
の視座に立ち、対立の解消が難しい場合でも命のみならず暮
らし、尊厳を保護する道筋を見出す努力を継続することが求
められる。

おわりに

本稿では、紛争中の突発的な大規模自然災害の発生という
複合危機への対処における人間の安全保障への示唆につい
て、わずか一例ではあるが、地震の発生したシリア紛争事例
から教訓を抽出した。複合危機の発生に際し、人間の安全保
障の観点からは迅速な保護が提供されたとはいえず、結果と
してシリアの人びとは助け合い、自らをエンパワーした。複
合危機への対処は、紛争の推移、地震の被害の範囲や程度に
より異なってくるが、適切な保護の提供と人びとのエンパワ
メントの組み合わせが人間の安全保障の推進に有用なはずで
ある。また、地震以降のシリア政府と国際社会の関係には少
し変化があったが、紛争という人間の安全を脅かす根本原因
に対処する道筋ははっきりしない。この点については今後の
紛争の動向を注視する必要がある。さらにいえば、複合危機
には紛争と地震以外にもパンデミックと経済危機、気候変動
と食糧危機など多くの組み合わせがある。困難な状況の中で、
人間の安全を保障するための正解を探すのは困難であるが、
人びとのエンパワメントや国際社会の協調は有用であった。
こうした事例研究の積み重ねが、複合危機下の人間の安全保
障の推進に資すると考えられる。
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